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甲
佐
蚤
（
の
み
）
の
市

甲
佐
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

■
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
蚤

　（
の
み
）
の
市
」
が
開
催

　

10
月
６
日
（
日
）
甲
佐
町
商
店

街
一
帯
で
、「
甲
佐
蚤
（
の
み
）

の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
や
空
き
店
舗
が
目
立
つ

商
店
街
の
活
性
化
や
町
内
外
の
若

者
な
ど
と
の
交
流
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ

の
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
甲

佐
町
商
工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）

が
主
催
し
、
今
年
で
７
回
目
。

　

町
内
外
の
店
舗
な
ど
か
ら
手
作

り
雑
貨
や
小
物
、
家
具
、
衣
料
品
、

陶
芸
品
、
飲
食
店
な
ど
約
１
3
０

団
体
が
出
店
し
ま
し
た
。

■
家
族
連
れ
や
若
者
で
に
ぎ
わ
い

　
活
気
が
あ
ふ
れ
る
１
日

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
甲

佐
蚤
の
市
は
、
町
内
は
も
と
よ
り

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
で
、

会
場
は
大
に
ぎ
わ
い
。
大
井
手
川

の
流
れ
る
風
情
あ
る
町
並
み
を
楽

し
み
な
が
ら
商
店
街
を
散
策
す
る

多
く
の
家
族
連
れ
や
若
者
た
ち
で

活
気
が
あ
ふ
れ
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

甲佐蚤の市　　COSA-NOMINOICHI

商店街で開かれる
地元密着イベント

「甲佐蚤の市」に訪れたの
は初めてです。多くの人で
にぎわっていて楽しいです
ね。商店街での開催は地元
に密着していていいですね。

村上 佳那子さん
（熊本市中央区）
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ロンドンバスに乗りたくて
家族で初めて来ました。２
階は風が気持ちよく、農家
の人が手を振ってくれたの
が見えてうれしかったです。

秋の風を感じた
ロ ン ド ン バ ス

倉谷 莉緒那さん
（熊本市東区）

■
レ
ト
ロ
な
雑
貨
な
ど
が
商
店

　
街
一
帯
に
所
狭
し
と
並
ぶ

　

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
商
店
街

一
帯
に
並
ん
だ
店
舗
に
は
、
レ
ト

ロ
な
雑
貨
や
味
の
あ
る
古
着
、
か

わ
い
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
食
器
、

キ
ッ
チ
ン
用
具
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
な
ど

さ
な
ざ
ま
な
品
物
が
店
棚
や
路
上

な
ど
に
所
狭
し
と
陳
列
。
来
場
者

は
気
に
な
る
品
物
を
手
に
取
っ
て

品
定
め
し
た
り
、
店
主
と
の
会
話

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
本
町
の
秋

の
催
し
を
満
喫
し
ま
し
た
。

■
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
や
陽
気
な
音

　
楽
が
会
場
を
盛
り
上
げ
る

　

２
階
建
て
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
の
試

乗
体
験
で
は
家
族
連
れ
な
ど
が
秋

の
田
園
風
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
陽
気
な
音
楽
を
奏
で
る
路

上
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
会
場
を
練
り

歩
き
、
蚤
の
市
を
華
や
か
に
演
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
ブ
ー
ス

が
立
ち
並
ん
だ
ブ
ー
ス
で
は
、
甲

佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」

認
定
品
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
飲

食
店
が
出
店
。
来
場
者
は
本
町
の

特
産
品
や
旬
の
味
も
堪
能
す
る
な

ど
、
本
町
の
魅
力
を
町
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

甲佐蚤の市　　COSA-NOMINOICHI

　まずは、甲佐蚤の市を
開催するにあたり、ご協
力いただきました町民の
皆様・商店街の皆様に心
からの御礼申し上げます。
　この甲佐蚤の市は、
「甲佐町で素敵な１日を
過ごしてもらい、甲佐を
好きになってほしい。そ
して将来、来場された方
に甲佐に移り住んでもら
いたい」という思いで始
まりました。商工会青年
部が主体となり手探りで
始めたこのイベントも今
年で７回を数え、皆様の
ご協力のおかげで今年は
およそ25,000人の来場者
でにぎわいました。少し
ずつではありますが、
「甲佐でお店を開きたい」
との声も届いています。
　今後とも、町民の皆様
のご協力をよろしくお願
い致します。

商工会長
中村 幸男さん

多 く の ご 来 場
ありがとうございました

商工会青年部長
山本 純一さん


